









い山なみの光』は、同様の装置を日本とヨーロッパ 関係の表象に利用してい 。戦後の長崎の騒乱を逃れ、イギリスでイギリス人と再婚した日本人女性の、日本生まれの娘の自死が作品の語り 発端となる。内 る他者とでもいうべき娘の は、イギリス人として暮らす女性のアイデティティを支えるために不可欠なの 。代表作『 の
名残り』の執事は、貴族の屋敷の内部にあって貴族を支えながらも、貴族の身分から排除されたもののことであるし、話題作『わたしを離さないで』が、オリジナル 人間たちの身体的完全性を保つための臓器提供を使命とするクローン人間たちを描い のは、奇をてらったＳＦへの意匠替えなどではなく、イシグロの本来的 テーマと装置が顕在化したものだ。
イシグロが元音楽家志望でありジャズ愛好家でもあるこ
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